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１．要旨 

オジギソウの就眠運動（開葉・閉葉運動）は、昼夜の明暗刺激によって起こり、固有の概日リズムによって

コントロールされるものである。私たちは、太陽光のどの波長の光によって開葉運動が起こるのか、またどの

程度概日リズムの影響を受けるかについて調べた。その結果、開葉運動は青色光によって引き起こされ、開葉・

閉葉運動ともに特定の時刻を境に人為的な明暗刺激よりも、概日リズムに従って引き起こされることが分かっ

た。 

 

２．研究目的 

 動く植物に興味を持ち、その運動のメカニズムや目的が気になった。そこで知育教材などでよく使われてい

て身近なオジギソウが思いつき、調べていくとオジギソウには接触による刺激によって葉を閉じる膨圧運動と

昼夜の明暗刺激によって葉を閉じる就眠運動（今後は開葉・閉葉運動と明記）という運動をすることが分かっ

た。その中でも、就眠運動の際の葉の開閉運動に着目し、研究を進めることにした。 

 

３．研究方法 

【予備実験】 

オジギソウとは：原産南アメリカ、現在は世界中に帰化している。日本には江戸後期にオランダ船により持ち

込まれたとされている。現在は沖縄で帰化植物として野外で繁殖している。本来は多年草で

あるが、耐寒性が低いため日本の園芸では一年草扱いにすることが多い。５月頃に種子を蒔

くと、７-１０月頃にピンクの花が開花する。今回実験に使用したオジギソウはドイツ産で、

ネット通販により入手。室内の温室で栽培した。（図１、２参照） 

 

①．オジギソウが完全に閉葉する明るさを測定する。 

＜準備物＞ 

オジギソウ、照度計、暗室 

＜方法＞ 

オジギソウを暗化状態にさらして閉葉させる。その際、照度を測定し記録する。 

＜結果＞ 

１０lux より低い値でオジギソウは閉葉した。 

 

②．オジギソウを暗化状態においたとき葉が閉じきるのに十分な時間を測定する。 

＜準備物＞ 

オジギソウ、照度計、暗室、ストップウォッチ 

＜方法＞ 

オジギソウを 5個体ずつに段ボール箱をかぶせ、それぞれ２０分、３０分、４０分、５０分、 

６０分のタイミングで段ボール箱をあけて葉が閉じているかを確認する。 

＜結果＞ 

３０分後に箱を開けたときの 5個体はどれも完全に閉葉していた。 

 

③．オジギソウが LEDライトで開葉するかどうかを観察する。 

＜準備物＞ 

   オジギソウ、暗室、白色 LEDライト（赤、緑、青の 3色を含むもの） 

＜方法＞ 

   閉葉しているオジギソウに白色 LEDライトの光を当てる。 

＜結果＞ 

   白色 LEDライトの光を当てると、自然光と同様にオジギソウは開葉する。 

 

 



◎今後の本実験を行う上での前提条件 

予備実験の結果より、１０lux より低い値の照度でオジギソウの葉を閉葉させる。また、葉が完全に閉

葉するのに十分な時間を４０分間とし、暗化条件にさらす。先行研究よりオジギソウの概日リズムは一度

定着すれば約 5 日保全されることが分かっているため実験による概日リズムの乱れは考えない。加えて、

オジギソウの鉢に個体番号を振り、連続での実験は避ける。 

実験は低温培養器内で行い外気温は２５度に統一する。（図３参照） 

 

 ◎開葉・閉葉の判断基準 

オジギソウの葉が密着しているものを閉葉しているものと考え、葉と葉の間に隙間が確認できた時を開

葉開始時とした。また、光を照射したのち、葉の開葉運動が見られなくなり、主葉枕の運動のみが見られ

た時を葉が完全に開葉したものとする。 

ただし、今回の実験では葉の開閉のみに注目したため主葉枕の運動は考えない。 

判断基準に個人差が生じるのを防ぐため、今回の実験においての開葉・閉葉運動の判断は一人に固定し

た。 

 

【本実験】 

オジギソウは、昼夜の明暗刺激によって就眠運動を行うことが先行研究より分かっている。そして、就

眠運動を行う理由として「光合成を効率よく行うため」・「敵から身を守るため」・「体内の水分が蒸散する

のを防ぐため」など様々な説がある。そこで私たちは、光合成を効率よく行うためという説に注目し、実

験①を行った。 

 

実験①；昼夜の明暗刺激によって起こる就眠運動は、太陽光のどの波長によって引き起こされているのか調べ

る。 

 

＜準備物＞  

オジギソウ、ビデオカメラ、LED ライト、暗室用のダンボール箱、照度計、ストップウォッチ 

＜実験方法＞ 

(1)オジギソウを４０分間暗化状態にさらして閉葉させる。 

(2)閉葉させたオジギソウに波長の異なる光である赤色（波長約６２５nm）、緑色（波長約５１０nm）、

青色光（波長約４６０nm）の LED ライトを当てて開葉運動の有無を、ビデオカメラで録画し観察

する。 

＊実験は２５度一定の低温培養器内で行った。また、実験個体は赤色・緑色・青色光それぞれ８個

体で行った。（図４参照） 

＜仮説＞ 

    赤と青の光の波長は就眠運動を引き起こす、緑の光の波長では引き起こさない。 

    理由→植物内に赤と青の光を吸収する受容体（クロロフィルに代表される光合成色素など）が存在す

るので、就眠運動にも利用されているのではないか。 

 

 先行研究より、オジギソウの就眠運動は、オジギソウに備わる固有の概日リズム（体内時計）によって

コントロールされることが分かっている。この先行研究をもとに、実験②、実験③を行った。 

 

実験①´；オジギソウに青色より波長の短い紫外線（波長３５６nm と２５４nm のもの）を当てたとき葉が開

くかどうかを観察する。 

＜準備物＞ 

オジギソウ、ビデオカメラ、暗室用のダンボール箱、照度計、ストップウォッチ、紫外線ライト（波長

３５６nm-２５４nm２種で切り替え可能）（図５参照） 

＜実験方法＞ 

照射する光を紫外線ライトに切り替えたのち、実験①と同じ方法で行う。 

＜仮説＞ 

紫外線の波長を変えても葉は開葉するのではないか。 

 

実験②；オジギソウの夕方における閉葉運動がどの程度、概日リズムにコントロールされるのか調べる。 

＜準備物＞ 

オジギソウ、ビデオカメラ、LED ライト、暗室用のダンボール箱、照度計、ストップウォッチ 



＜実験方法＞ 

(1)オジギソウを４０分間暗下状態にさらして閉葉させる。 

(2)閉葉させたオジギソウに青色 LEDライトを当てて、開葉運動の有無と、開葉に要した時間を、ビデオ

カメラで録画した動画をもとに調べる。 

＊８時から閉葉させる個体、９時から閉葉させる個体など、各個体で閉葉させる時間帯を決めて実験を

行った。 

また、実験①より、青色 LED ライトを当てると葉が開いたため、この実験で葉を開葉させる際、青

色 LED ライトを用いた。実験は、全４７個体２５度一定の温室内で行った。 

＜仮説＞ 

自然界におけるオジギソウの就眠運動と同じ周期で切り替わる。 

 

実験③；オジギソウの朝方における開葉運動が、どの程度概日リズムにコントロールされるのか調べる。 

＜準備物＞ 

    オジギソウ、ビデオカメラ、LEDライト、暗室用のダンボール箱、照度計、ストップウォッチ 

＜実験方法＞ 

    オジギソウが太陽による光刺激を受け、葉を開き始める明け方まで暗下状態にさらしたオジギソウを、

ビデオカメラで録画し、観察する。 

    ＊比較のため、自然状態でのオジギソウの明け方の開葉運動の様子も記録した。 

     オジギソウは、各１８個体用い、２５度一定の温室内で実験を行った。 

＜仮説＞ 

自然界におけるオジギソウの就眠運動と同じ周期で切り替わる。 

 

４．結果 

（実験①）  

  赤色、緑色の LEDライトを当てたオジギソウは開葉しなかった。 

  青色 LED ライトを当てたオジギソウは、開葉した。 

（実験①´） 

３５６nmの紫外線を当てたとき葉はわずかに開いた。 

２５４nmの紫外線を当てたとき葉は開かず、その後オジギソウは枯れた。 

（実験②） 

８時～１５時５０分の間に閉葉させ、人為的な光照射を行ったオジギソウ全 29 個体は、どの個体も開葉

運動が見られた。＊すべての個体とも 4月～６月頃に実験 

１６時以降に人為的な光照射を行ったオジギソウ全１８個体は、どの個体も開葉運動が見られなかった。

そのうち２個体で、人為的な光照射により葉が開き始めたものの、完全に開ききらないという運動が見られ

た。 

＊すべての個体とも５月１７日～２９日に実験（グラフ 1参照） 

（実験③） 

  明け方まで暗化状態にさらしていたオジギソウは、１８個体中１２個体が午前５時４６分から午前６時３

１分の間に開葉した。そのうち、8個体は再び閉葉した。 

＊７月１９日に実験 日の出は午前５時０５分（国立天文台 暦計算室より引用） 

明け方まで自然状態にさらしていたオジギソウは、１８個体中全ての個体が午前 5時１９分から午前５

時４４分の間に開葉した。再び閉葉した個体はなかった。 

＊７月９日に実験 日の出は午前４時５９分 （国立天文台 暦計算室より引用） 

 

５．考察 

（実験①） 

オジギソウは就眠運動の時、青色の光に反応した。しかし、光エネルギーを吸収する光 

合成色素の代表であるクロロフィルは、赤色と青色の光を吸収する。このことから、就眠運動は、必ずしも

光合成を効率よく行うための運動ではないと考えられる。(グラフ２,３) 

（実験①´） 

   葉が開ききらなかったことから、オジギソウは紫外線には反応しない、もしくは今回実験に使用した紫

外線の強度がオジギソウにとって強すぎたため細胞を破壊され反応できなかったと考えられた。そのため、

オジギソウの就眠運動は波長の短い光ではなく４６０nm付近の限られた波長の光に反応していると予想

した。また、３５６nmの紫外線を当てたとき葉が少し開いたが、これは紫外線ライトからわずかに出て



いる可視光に反応した可能性も考えられるため、紫外線には反応していないとは断定できない。 

（実験②） 

      １５時５０分までに光を照射した個体はすべて開葉し、１６時から光を照射した個体はすべて開葉しな

かったことから、オジギソウの就眠運動に優先されるものが人為的な明暗刺激から概日リズムに切り替わ

る時間帯は、１５時５０分から１６時の間であると考えられる。また、光を当てていても１６時以降はオ

ジギソウの閉葉を確認できたことから、葉が閉葉し始める時間帯は、概日リズムに従うという先行研究が

証明された。(グラフ４,５参照) 

（実験③） 

  太陽光が当たらない状態でもオジギソウの葉が開葉し始めたことから、開き始めとなる時間も閉じ始め

る時間と同様に、概日リズムに従うことが証明された。しかし太陽光が当たる状態で実験した時、当たら

ない状態で実験した時よりも開葉し始める時間が早まったことから、太陽光を受けることで開葉し始める

時間が早まると考えられる。また、太陽光が当たらない状態で観察した時、開葉した個体も再び閉葉し始

めたことから、開葉した状態を保つためには継続的に光を受けることが必要であると考えられる。 

 

６．結論、今後の課題 

オジギソウの就眠運動は、自然界における日没と明け方の明暗刺激によって葉の開 

閉を開始するが、その就眠運動に利用されている光の波長はまだ特定に至っていない。しかし今回の実験

により、オジギソウの就眠運動を引き起こした光の波長は赤、緑、青の三色光のうち青のみであった事か

ら、就眠運動においては太陽光のすべての光の波長を受容しているわけではなく、特定の光（青色）のみ

を受容していることが明らかになった。そして私たちは、先行研究にある「オジギソウが就眠運動を行う

理由は光合成を効率よく行うためである」という説については、光合成色素の代表であるクロロフィルが

受容している光が、赤と青のニ色であるのに対し、オジギソウの就眠運動を引き起こす光の波長は青のみ

であることから、光合成と就眠運動の関係性についてはより考察が必要ではないかと考えた。 

またオジギソウは、午前中から 16時前までは人為的な暗化条件後に外部刺激（光照射）を与えると開

葉するが、16時以降は開葉を示さないことから、この時間を境に概日リズムによるコントロールが優先

され、外部刺激によって開葉が引き起こされなくなる。よって、就眠運動の開始時間と終了時間を決めて

いるのは概日リズムであると確認することができた。 

そして就眠運動のうち開葉運動にのみ焦点をおいた時、明け方に概日リズムにしたがって開葉した状態

を維持させるためには、継続的な光照射が必要だと考える。しかし、このことについてはより実験回数を

増やし考察を深めていく必要がある。 

以上のことから、オジギソウの就眠運動を研究して行くことで、オジギソウの就眠運動がその生態にど

のように関わっているのかを調べていきたい。特に就眠運動を行うマメ科の植物の育成と就眠運動の関係

性に注目することで、効率の良いマメ科植物の育成方法につなげていきたいと考えている。  

今回は全ての実験を４月～７月と短い期間で行ったため、日没と日の出の時刻に大きな差はなかったが、

今後は概日リズムによってコントロールされている開葉・閉葉運動を始める時間は、季節の違いによって

変化するのかを調べていきたい。そのために、概日リズムにコントロールされている就眠運動を毎日観察

し、その日の日の出、日没の時間と比較していく。最終的に四季ごとに比較し観察する。もしも、開葉・

閉葉運動を始める時間に違いがみられたならば、季節によって概日リズムが変化していると考えられる。 
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９．図表・画像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図１）オジギソウの栽培の様子       （図２） オジギソウ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図３） 撮影の様子（外）         （図４）撮影の様子（中） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図５）紫外線ライト 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



  

 

 

 
（グラフ１）実験②結果   青：光を当ててから開葉し始めるまでの時間 

              赤：開き始めから開ききるまでの時間 

  黄色の印がある個体（２個体）：開き始めたが完全に開葉しなかった個体 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

（グラフ２）クロロフィルが吸収する光の波長  （グラフ３）LED 光源の波長 

 

  



 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（グラフ４-１）各個体に光照射後、開葉開始までに要した時間（8:40～12:18 の間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（グラフ４-２）各個体に光照射後、開葉開始までに要した時間（14:21～15:57 の間） 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（グラフ５-１）開葉し始めてから開ききるまでに要した時間（8:40～12:18の間） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（グラフ５-２）開葉し始めてから開ききるまでに要した時間（14:21～15:57の間） 


